
 

大大津津地地域域ママリリンンビビジジョョンン  
■拠点漁港のタイプ ・対象地域：大津地域 

・地域人口：385 人 (H16)  
○増養殖支援拠点型  ・漁 港：大津漁港(第４種) 

 ～ あきあじの郷 大津 ～ ○都市漁村交流拠点型 ・漁業就業者：63 人 (H15漁業センサス) 

拠点漁港 地域の資源等 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【位置図】 
 
 
 
 
 

 
 

 

≪平成 18 年 3 月策定≫ 

大津漁港(第４種) 

厚内漁港(第１種)

大樹漁港(第１種) 

旭浜漁港(第１種) 

音調津漁港(第１種)

帯広市 
大津の秋サケ プレジャーボートの基地 拠点漁港：第４種 大津漁港 大津漁港大漁まつり 

現状と課題 

現 

状 

○秋サケ偏重の漁業形態 
○資源減少に伴うケガニ漁業
の休漁 

○冬期間港内結氷による出漁
機会の減少 

○十勝管内唯一のプレジャー
ボート基地 

○津波の脅威 

課 

題 

○つくり育てる漁業の展開 
○ケガニ資源増大に向けた取
組の強化 

○結氷対策による安定的な操
業の実現 

○流通・加工への取組の強化 
○都市との交流の促進 

 

地域資源(特徴) 

○第 4種大津漁港 
○農業 
○長節湖 
○大津漁港大漁まつり 
○「海と大地の祭典」とよころ産業
まつり 

 

地域の目指す姿 

■ビジョンの特徴 
・つくり育てる漁業の推進、冬期代替施設の整備、密漁取締船及びプレ
ジャーボートの基地、農協等と連携した商品開発・イベント開催 

 
①漁業・養殖業の振興 
・種苗の中間育成・放流、魚礁・産卵礁の設置、資源管理による資源の
増大、漁港水面を利用したカキ養殖 

 
②流通・加工の振興 
・イベント・町内販売施設等での販売、農協と連携した商品開発 

 
③地域の活性化 
・大津漁港大漁まつり等のイベント開催、体験漁業・総合学習の推進、
プレジャーボートの基地、津波対策 

 

漁港の将来像 

①増養殖支援拠点機能 
冬期代替施設、養殖水面、低天端・屋根付岸壁 

②都市漁村交流拠点機能 
イベントの開催、プレジャーボートの基地、 
駐車場、海浜公園 

 

ビジョン実現のための主な取組 

○マツカワ等種苗の中間育成・放流 

○密漁取締等によるケガニ資源の回復 

○冬期代替施設の整備による通年操業 

○農協と連携した商品開発 

○大津漁港大漁まつり等イベントの実施 

 

地域マリンビジョン協議会

《大津地域マリンビジョン協議会》 

漁業関係者、農協、森林組合、商工会、観

光協会、プレジャーボート団体、行政、計

16 名 

《とかち発祥の地まちづくり委員会》 

(ワークショップ) 

漁業関係者、行政区長、町議会議員、商工

会、農協、計 25 名 

《オブザーバー》 

漁業関係者、行政、計 9名 

《事務局》 

漁協、行政、計 4名 

 


